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研究成果の概要（和文）：河川生態系において出水によるかく乱とそこからの再生は生態系の動

的な維持に重要な役割を持っている。多摩川では2007年に大規模な出水が発生したので，出水に

よる生育地の変化と河川敷に生育している植物の生育のかかわりを検討した。調査の対象とした

植物は，上流域で岩場に生育するユキヤナギ，中流域の礫河原に生育するカワラノギク，下流域

に生育し，かく乱による裸地に依存して生育するウラギク，中流域の水域に生育し，出水によっ

て流下するカワシオグサであり，それぞれ特徴的であった。 

 
研究成果の概要（英文）：In river ecosystem, the disturbance of flood and regeneration from 

disturbance have important roles to maintain dynamism of the ecosystem. Large flood 

occurred on 2007, in the Tama River. We studied the change of habitats and plants growing 

in the river bed. The plants of studding objects are Spiraea thunbergii in the upper 
course, Aster kantoensis in the middle course, Aster tripolium in the lower course, a 
benthic alga Cladophora glomerata in the middle course.  They showed characteristic 

behavior respectively. 
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模な出水が発生したので，出水によるハビタ

ットの変化と河川敷に生育している植物の生

育のかかわりを検討することにした。調査の

対象とした植物は，上流域で岩場に生育する

ユキヤナギ，中流域の礫河原に生育するカワ

ラノギク，下流域に生育し，かく乱による裸

地に依存して生育するウラギク，中流域の水

域に生育し，出水によって流下するカワシオ

グサである。ユキヤナギはこれに加えて，遺

伝的な変異との関係を検討し，カワラノギク

は再生工事との関係を検討し，ユキヤナギと

カワラノギクとカワシオグサは地質との関係

を検討した。 

  

２．研究の目的 

河川生態系において生態系の動的な維持

に重要な役割を果たす出水によるかく乱と

そこからの再生についての野外調査の機会

が多摩川では 2007 年に大規模な出水によっ

て与えられたので，出水によるハビタットの

変化と河川敷に生育している植物の生育の

かかわりを各セグメントにおいて象徴的な

種を対象として明らかにすることを目的と

した。 

 

３．研究の方法 

(1) 上流域で岩場に生育するユキヤナギ 

 岩場の継続観察と広範囲の個体群の遺伝

子解析による。 

(2) 中流域の礫河原に生育するカワラノギ

ク コドラートによる個体の位置の把握と

サイズの測定を行い，再生工事を継続観察し

た。 

(3) 下流域の干潟に生育するウラギク 

 干潟の個体群 2つを継続調査した。住民が

保護してきた個体群からは夏季の集団枯死

がみいだされ原因を解明した。植生管理の放

棄により絶滅が予想される個体群から種子

を採取して発芽実験を行った。 

(4) 中流域の水域に生育するカワシオグサ 

 早瀬にコドラートを設置して、礫にマーキ

ングし、付着藻類の発達状況とコドラートの

物理環境の関係を検討するため、藻類の発達

と河床の物理環境、特に堆積物との関係を明

らかにする。 

（5）マイクロハビタットの物理的特性 

 土砂の運搬と堆積の過程が生態系に及ぼ

す影響を知るために、陸上植物と藻類につい

て検討し、流域の地質とマイクロハビタット

の関係を検討する。 

 

４．研究成果 

（1）ユキヤナギ 

 ユキヤナギは開花・萌芽特性が出水の翌年

以降に変化した。日本各地のユキヤナギの自

生集団について多型解析を実施したところ、 

河川内で遺伝子型が固定されていた。 

（2）カワラノギク 

 カワラノギクは開花個体の生育密度には疎

密があり開花個体が生育しない方形区の周囲

には開花個体密度が低い方形区が多かった。 

工事は試験施工と本施工で影響に違いがあり，

再生の手法は保全生態学からみると４つの段

階があることが明らかとなった。 

（3）ウラギク 

 ウラギクは調査していた通称ガラス浜の個

体群が絶滅した。カニによる食害による枯死

を観察し，種子の発芽が海水で抑制されるこ

とを見出した。 

（4）カワシオグサ 

 カワシオグサは出水後の付着藻類群集の回

復に、出水規模・出水頻度・付着藻類の発達

ステージが与える影響について研究した。異 

なる出水頻度条件で、剥離して流下する藻類

由来の有機物負荷量を推定した。堆積無機物

が与える影響に着目し出水にともなう付着藻 



 

 

類の剥離のプロセスを検討した。 

（5）地質との関係 

秩父帯では，供給された巨礫や露出した岩

盤には節理による割れ目が存在し，河岸段丘

の発達した河道の中では日当たりの良い場所

に存在するため，ユキヤナギの生育場となっ

ていた． 

（６）得られた成果の位置づけとインパクト 

 ユキヤナギの対立遺伝子の解析は、野生の

系統と栽培の系統を持つ植物の遺伝的解析と

してユニークな面を持つ。栽培の系統は多摩

川流域の系統と類似しており、多摩川の系統

が栽培されるようになったのか栽培系統が多

摩川流域において逸出したのかに興味が持た

れる。 

 カワラノギクと工事のかかわりはこれまで

検討されたことがないものの、野生植物の保

全を考える際に重要なものと考えられる。カ

ワラノギクは市民団体によっても保全が図ら

れているので、市民からの問い合わせも多か

った。 

 ウラギクはまさに多摩川から絶滅しようと

する時期の調査であり、保全団体との関わり

も多かった。このような保全実務とのかかわ

りの中で、保全生物学の研究を進めることが

望ましい。しかし、地域絶滅は回避できなか

った。 

 カワシオグサは河川内で汚濁負荷を生み出

すという新しい視点で調査した。現実のもの

となっていることが確かめられ、研究の重要

性が判明した。 

 土木的な視点は、特に地質との関係がユニ

ークであり、これまでに行われたことのない

研究である。構成する岩石の性質から植生に

立地を検討することは新しい視点である。 
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